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第１１１号（令和２年８月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 
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春 季 演 習 場 
定 期 整 備 

 連隊は、５月７日（木）から１３日（水）に
かけ、春季演習場定期整備を実施した。 
 今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止
対策のため、隊員の半数が在宅勤務となるなか、
マスクを着用して各整備を実施した。 
 ８日（金）には安全対策を万全に整え、不発
弾捜索を行ったほか、各演習場等の維持、充実
に寄与すべく、各中隊は中隊長を核心とし、そ
れぞれの担当地区の整備を実施した。 
 例年とは異なった態勢による整備にも、各隊
員は柔軟に対応し、自らの任務を整斉・確実に
実行して、定期整備を完了した。 パソコン・スマホで 

１１連隊の事が分かる！ 
第１１普通科連隊 
ホームページ へ 

アクセス！逐次更新中！ 

 

四
月
十
六
日
（
木
）
か
ら
二
十
日
（
月
）
及
び
、
五
月
十
八
日
（
月
）
か

ら
二
十
四
日
（
日
）
に
か
け
、
各
中
隊
は
集
中
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

各
種
射
撃
や
装
甲
車
に
よ
る
単
車
訓
練
、
障
害
処
理
な
ど
、
部
隊
戦
闘
行

動
の
礎
と
な
る
訓
練
を
実
施
し
、
基
本
的
行
動
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。 

本管中 RCV射撃 ４中隊 小隊訓練 

５中隊 機関砲射撃 

６中隊 拳銃射撃 

重迫中 陣地侵入 

１中隊 FV単車訓練 

２中隊 単車訓練 

３中隊 障害処理 

 連隊を基幹とする第１１戦闘団は、６月３０日（火）から７月８日（水）までの間、矢臼別演習
場において、令和２年度師団訓練検閲を受閲した。 
 本検閲は、今年３月に新設された訓練評価支援隊の第１回運営の場を活用して実施された。戦闘
団は広大な矢臼別演習場を舞台に、機動と火力を活かした乗下車戦闘を縦横無尽に展開し、対抗部
隊として東北方面隊から参加した第３９戦闘団の猛者達を相手に、激しい攻防戦を繰り広げた。 
 ソーシャルディスタンスの確保やマスク着用などの、新型コロナウイルスへの対策も講じつつ、
小出戦闘団長を核心とし、昼夜を問わず目標奪取のために奔走した第１１戦闘団は、戦闘団長統率
方針でもある「任務の完遂」を達成するため、全隊員が一丸となり最後まで激戦を戦い抜いた。 
 訓練検閲状況終了後の１２日（日）には、選抜された小銃装備者に対する応用射撃検定により、
隊員の射撃練度を判定した。 



                    

 

（２） 第１１１号（令和２年８月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

 連隊は、４月１６日（木）第７師団長着任に伴い、第１普通科中隊小林孝尚３尉以下２８名による儀
仗を実施するとともに、着任式・観閲行進に参加した。一糸乱れぬ儀仗と観閲行進により師団長の着任
行事に臨んだ連隊は、５月２６日（火）万全の態勢で初度視察を受け、連隊の施設及び装備品を視察い
ただいたほか、千歳機甲太鼓の勇壮な演奏を観覧頂いた。師団長訓示では、「任務の完遂」を統率方針
にあげられ、「常に目的意識を持て」「向上心を持って一歩でも半歩でも前進せよ」「即動せよ」の３
点の要望事項が達せられた。 

師団長着任に伴う儀仗 
 

六
月
八
日
（
月
）
か
ら
九
日
（
火
）
に
か
け
、
Ａ
Ｃ―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
、
第
三
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

橋

川
三
佐
）
と
、
第
五
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

小
笠
原
一

尉
）
に
よ
る
対
抗
戦
の
場
を
も
っ
て
、
二
個
中
隊
が
中
隊

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

三
中
隊
は
、
五
中
隊
と
の
激
し
い
戦
闘
を
展
開
し
つ
つ 

進
軍
を
続
け
、
取
材
中
遭
遇
し
た
分
隊
は
、
敵
一
個
小
隊

を
相
手
に
Ｆ
Ｖ
一
両
を
撃
破
し
、
そ
の
後
の
戦
闘
で
最
後

の
一
人
に
な
っ
て
も
、
勇
猛
果
敢
に
攻
撃
を
続
け
、
不
屈

の
闘
志
を
見
せ
た
。 

 

一
方
、
五
中
隊
は
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
三
中
隊
を
相
手

に
戦
闘
す
る
中
で
、
戦
車
小
隊
を
含
む
中
隊
主
力
の
怒
涛

の
進
軍
を
み
せ
、
迅
速
な
下
車
戦
闘
に
よ
り
目
標
地
域
を

確
保
し
、
中
隊
の
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ

て
積
極
果
敢
な
攻
撃
戦
闘
を
継
続
し
た
。 

 

第
四
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

坂
上 

三
佐
）
は
、
六
月
五
日
（
金
）
か
ら
六 

日
（
土
）
に
か
け
、
中
隊
訓
練
（
Ａ
Ｃ 

 
 

 
 

 
 

 
―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
検
閲 

 
 

 
 

 
 

 

を
受
閲
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
闘
団
主
力
の
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出
援
護
態
勢
を
確
立 

 
 

 
 

 
 

 

す
べ
く
、
下
車
戦
闘 

 
 

 
 

 
 

 

を
展
開
し
た
第
四
普 

 
 

 
 

 
 

 

通
科
中
隊
は
、
終
始
積
極
果
敢
な
攻
撃 

 
 

 
 

 
 

 

前
進
を
続
け
、
巧
み
な
対
戦
車
戦
闘
で 

 
 
 
 
 
 
 

確
実
に
敵
戦
車
を
撃
破
し
、
任
務
を
完 

 
 

 
 

 
 

 

遂
し
た
。 

第３普通科中隊 

第５普通科中隊 

初度視察 観閲行進 



                    

 

（３） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１１１号（令和２年８月） 

                    

 

令和２年度自衛官候補生課程修了式 
 ６月２１日（日）、駐屯地西体育館において、令和２年度自衛官候補生課程修了式が執り行われた。 
 入隊以来、自衛官となるための様々な基礎訓練に邁進し、約３カ月間の教育訓練を乗り越えてきた候補生
たちは、不安と自信をその胸に秘め、一つの節目となる修了式を迎えた。 
 候補生課程を修了し、晴れて自衛官となった３８名の若者たち。更に約３カ月の後期教育により諸職種毎
の教育訓練を受け、国民の負託に応えられる精強な自衛官となる事を切に望む。 

 本部管理中隊偵察小隊（小隊長 松浦２尉）は５月
２１日（木）から２３日（土）にかけ、北海道大演習
場東千歳地区において実施された令和２年度偵察部隊
集合訓練に参加した。 
 地上潜入訓練として、偵察地域への前進要領や偵察
要領等を演練し、偵察能力の練度向上を図った。 

 本部管理中隊施設小隊（小隊長 有川２尉）は５月
１８日（月）から２２日（金）にかけ、北海道大演習
場東千歳地区において実施された令和２年度師団施設
科部隊訓練に参加した。併せて第２、第３、第４普通
科中隊の小銃小隊（分隊）も参加し、陣前障害の強行
処理の場面における諸職種協同訓練により、調整要領
等を演練し、練度向上を図った。 

４月５日 入隊式 ４月５日 銃授与式 ４月１４日 小銃分解結合 ５月１５日 催涙ガス体験 

５月１８日 検定射撃 ５月２７日 ２５km行進 ６月１２日 修了検定 ６月２１日 修了式 



                    

 
                    

 

                    

 

（４） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１１１号（令和２年８月） 

人
事
だ
よ
り 

 

定 

期 

昇 

任 

令

和

２

年 

７ 

月

１

日

付 

～
担
当
者
の
独
り
言
～ 

 
 

八
月
の
定
期
異
動
に
伴
い
、
新
し
い
環

境
や
仕
事
へ
と
シ
フ
ト
す
る
方
が
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
変
化
に
は
不
安
が
付
き
ま

と
う
も
の
で
す
。 

 

不
安
を
払
拭
す
る
に
は
、
自
信
を
つ
け

る
事
と
、
支
え
る
人
の
存
在
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
積
極
的
に
仕
事
を
覚
え
て
自

信
を
つ
け
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
部
分
は

周
り
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
で
、
不
安
を
軽

減
出
来
る
と
思
い
ま
す
。 

担
当
者 

山
川 

▼
幹
部 

 

三
等
陸
佐
へ 

 
 

（
６
普
中
） 
野
澤 

誠
志 

 

一
等
陸
尉
へ 

 
 

（
２
普
中
） 

北
平 
翔
大 

 
 

（
３
普
中
） 

下
渡 

晃
大 

 
 

（
５
普
中
） 

井
下
田 

敬 

 
 

（ 

同 

） 

千
葉 

浩
雅 

 

二
等
陸
尉
へ 

 
 

（
１
普
中
） 

小
林 

孝
尚 

 
 

（
３
普
中
） 

八
反
田
裕
樹 

 
 

（
４
普
中
） 

石
原 

智
揮 

 
 

（
５
普
中
） 

柿
沼
慧
夢
王 

 
 

（
６
普
中
） 

佐
藤 

朋
洋 

 
 

（
重
迫
中
） 

池
田 

将
樹 

 

三
等
陸
尉
へ 

 
 

（
３
普
中
） 

六
鎗 

俊
昭 

 ６月２２日（月）矢臼別演習場で戦闘団検閲
を受閲する１１連隊の隊員皆様への激励として、
普通科友の会を代表して斗賀山会長以下３名で
連隊を訪問し、激励品を贈呈しました。 
 準備と演習場整備を含め、２週間を超える長
期間の検閲を若い隊員が経験する事は、これか
らに繋がる有意義な体験になる事でしょう。 
 移動間、演習間を問わず、事故無く無事に任
務を終えて帰隊する事を、普通科友の会一同、
心待ちにしています。 

メ
ン
タ
ル
を
鍛
え
よ
う 

 
「
メ
ン
タ
ル
を
鍛
え
る
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
体
力
錬
成

（
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
も
、
一
定
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
で
外
部
圧
力
に
対
す
る
抵
抗
力
が
ま

し
て
（
持
続
力
）
い
き
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
も
同
じ
よ
う
に
、
日

常
の
中
で
起
き
て
い
る
様
々
な
場
面
を
活
用
（
意
識
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
す
る
こ
と
で
、
気
の
落
ち
込
み
や
マ
イ
ナ
ス
思
考
を

プ
ラ
ス
に
変
え
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
す
。 

 

で
は
、
「
意
識
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
と
い
う
と
、
日
常
の
辛
そ
う
な
出
来
事
の
立
場
に
あ
る
方
の

側
に
た
っ
て
み
て
「
も
し
、
自
分
が
同
じ
立
場
に
あ
っ
た
ら
こ

う
し
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
プ
ラ
ス
思
考
」
の
み
を
幾
通

り
か
考
え
て
み
ま
す
。
日
頃
、
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
こ
と
で
、
辛
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
き
、

自
分
に
多
少
の
こ
と
が
起
き
て
も
冷
静
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
（
繰
り
返
す
こ
と
で
、 

感
情
が
和
ら
い
で
い
く
機
能
「
脳
の
マ
ヒ
機 

能
」
と
、
以
前
テ
レ
ビ
番
組
で
脳
科
学
者
が 

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
） 

 

体
力
も
メ
ン
タ
ル
も
「
継
続
は
力
な
り
」 

皆
さ
ん
も
、
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ 

う
か
。 

 
 

（
３
普
中
） 

相
野 

幸
樹 

 
 

（ 

同 

） 

遠
藤 

雄
喜 

 
 

（ 

同 

） 

一
戸 

貴
明 

 
 

（
４
普
中
） 

西
沼 

貴
典 

 
 

（
５
普
中
） 

小
寺 

儀
寿 

 
 

（ 

同 

） 

後
藤 

優
介 

 
 

（
重
迫
中
） 

森
山 

慎
吾 

 
 

（ 

同 

） 

遠
藤 

雄
基 

 

三
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
） 

福
重 

翔 

 
 

（ 

同 

） 

西
野 

翔
平 

 
 

（ 

同 

） 

工
藤 

聡
嗣 

 
 

（ 

同 

） 

嘉
屋 

裕
介 

 
 

（ 

同 

） 

石
井 

翔
太 

 
 

（ 

同 

） 

工
藤 

隆
司 

 
 

（
１
普
中
） 

目 

晋
太
郎 

 
 

（ 

同 

） 

沖
山 

北
斗 

 
 

（ 

同 

） 

遠
藤 

悠
樹 

 
 

（ 

同 

） 

林 
 

一
樹 

 
 

（
３
普
中
） 

小
笠
原
隆
輔 

 
 

（
３
普
中
） 

新
岡 

聖
也 

 
 

（
４
普
中
） 

小
倉
慎
太
郎 

 
 

（
５
普
中
） 

小
林 

凌
太 

 
 

（ 

同 

） 

小
野 

敦 

 
 

（ 

同 

） 

平
塚 

慶
次 

 
 

（
６
普
中
） 

新
藤 

史
也 

 
 

（
重
迫
中
） 

佐
藤 

悠
臣 

▼
准
・
曹 

 

陸
曹
長
へ 

 
 

（
本
管
中
） 

板
倉 

学 

 
 

（
４
普
中
） 

南
江 

圭
一 

 
 

（ 

同 

） 

西
村 

健 

 
 

（
６
普
中
） 

渡
辺 

省
吾 

 
 

（ 

同 

） 

吉
田 

明
弘 

 
 

（ 

同 

） 

渡
邉 

文
彦 

 
 

（
重
迫
中
） 

山
内 

孝
地 

 
 

（ 

同 

） 

柴
山 

徹 

 

一
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
） 

田
中 

洋
之 

 
 

（ 

同 

） 

中
出 

誠 

 
 

（
１
普
中
） 

齋
藤 

大
樹 

 
 

（
２
普
中
） 

吉
嶋 

勝
洋 

 
 

（
４
普
中
） 

小
鹿 

聡 

 
 

（
５
普
中
） 

竹
口 

翔
一 

 
 

（
６
普
中
） 

星
子 

範
夫 

 
 

（ 
同 
） 

今
野 

直
樹 

 
 

（
重
迫
中
） 
阿
部 

良
治 

 

二
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
） 

佐
々
木 

悟 

 
 

（ 

同 

） 

小
形 
康
蔵 

 
 

（ 

同 

） 

加
藤 

剛
太 

 
 

（
１
普
中
） 

野
口 

勇
二 

 
 

（
２
普
中
） 

松
山 

経
法 

 
 

（ 

同 

） 

成
田 

信
弥 

５月２８日（木）第７師団の 
公式TwitterとFacebookが 

開設されました！ 
 １１連隊の話題も発信中！ 

是非ご覧ください！ 

第７師団 Twitter，Facebook 
検 索 


